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はじめに

平成 29 年３月告示の学習指導要領前文に「社会に開かれた教育課程」の実現が重要となる（文部科学省，

p.15，2017）と示され、小学校においては令和２年度、中学校においては令和３年度から全面実施となる学

習指導要領の実施にあたって具体的方策を明確にすることは喫緊の課題である。

そこで、コミュニティ・スクールの仕組みを生かし、学校で育む資質・能力を保護者・地域と共有し、カ

リキュラム・マネジメントにより「社会に開かれた教育課程」実現を目指した取組を検証することで、その

実現のための効果的な方策を明確にしていきたい。

１．「社会に開かれた教育課程」実現のための手順について

学校に様々な人が当事者意識をもって関わり、学校と協働しながら「社会に開かれた教育課程」を実現し

ていくためには、学校の規模が大きくなればなるほど、仕組みと手順が肝要であると考える。

そこで、本校が特に重要と捉えて推進したのが、以下の項目である。

①　学校で重点的に育む資質・能力の設定

②　学校で重点的に育む資質・能力育成のためのグランドデザインの作成と共有化

③　教科横断的な視点に立ったカリキュラム充実のための単元配列表の作成

④　地域リソースを生かすための仕組みづくり

これらの項目を重点としながら、平成 30 年度から２年間にわたり取組を実践した。

１－１　学校で重点的に育む資質・能力の設定

グローバル化の進展や Society5.0 の実現に向けた技術革新等により、社会の変化が加速度を増しており、

一つの出来事が広範囲かつ複雑に伝搬し、社会の変化を正確に予測することがますます難しくなってきてい

る。こうした予測困難な時代にあっても、学校教育には、児童が様々な変化に積極的に向き合い、他者と協

働して課題を解決していくことや、様々な情報を見極め、知識の概念的な理解を実現し、情報を再構成する

などして、新たな価値につなげていくこと、複雑な状況変化の中で目的を再構築することができるようにす

ることが求められている。

このような中、本校は開校 147 年目を迎え、学校教育目標を「『敬恕』『愛校』の精神に基づき、一人ひと

りの夢の実現のため、基盤となる確かな学力、豊かな心、健やかな体を育成する」として教育活動を行って
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山口大学教育学部附属教育実践総合センター研究紀要第49号（2020.3）

−51−



いる。「敬恕」「愛校」は校是であり、本校教育の根本精神である。この精神を継承しながら、更なる教育の

質の向上を図るため、平成 29 年度末、本校の児童が抱える課題を分析し、以下のことが明らかになった。

＜山口県学力定着状況確認問題（10 月）の結果から＞

　・目的に応じて、必要な内容を整理して書くこと　・判断の根拠の説明と論理的な説明

＜学校評価アンケート（12 月）の結果から＞

　・自主性・自立性を高めること　・身の周りの整理整頓をすること　・家庭学習の時間を守ること。　

＜教職員によるＳＷＯＴ分析から＞

　・自信をもって主体的に取り組むこと　・他者と関わるよさを一層感じること

このような課題を解決するとともに、未来の創り手となるために必要な力を育む上で、本校の児童にとっ

て大切にしたいことは何か。それは昭和 53 年から取り組んできた素読を始めとして、本校が伝統的に教育

活動の中で重視してきた、言葉を大切にした教育活動をより一層充実させていくことであると考え、学校で

重点的に育む資質・能力を言語能力と設定した。

言語能力は、全ての教科等における資質・能力の育成や学習の基盤となるものである。中央教育審議会答

申（2016）において、言語能力は「①テクスト（情報）を理解するための力が『認識から思考へ』の過程の中で、

②文章や発話により表現するための力が『思考から表現へ』の過程の中で働いている」（p. 36）のであり、「言

語能力は、こうした言語能力が働く過程を、発達段階に応じた適切な言語活動を通じて繰り返すことによっ

て育まれる」（p.36）と述べられている。言語能力を育成するために、言語能力がより一層働くような場面

はないかといった視点から、教科等横断的な教育課程を編成し、それを実施・評価・改善し、教育活動の質

を向上させる「カリキュラム・マネジメント」の実現に努めることが不可欠である。とりわけ、教育活動の

中でも授業の質を高めていくことに重点を置くこととした。

授業は、各教科等の資質・能力を育成することを目指して展開していく。言語能力は、教科等の資質・能

力を育むためのツールとしての役割もある。授業において、言語能力をより働かせることで、教科等の資質・

能力が育まれると同時に、言語能力も向上し、この二つの相乗効果が生まれると捉え、研究を進めた。

１－２　学校で重点的に育む資質・能力育成のためのグランドデザインの作成と共有化

学校で育む資質・能力を保護者・地域等と共有化を図るには、端的に表現したものが必要である。そこで、

三つの視点「何ができるようになるか」、「何を学ぶか」、「何が身に付いたか」を国語科の「話すこと・聞く

図１　言語能力の育成に向けたグランドデザイン
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こと」の指導事項に基づいた「言語能力のグランドデザイン」

を作成し共有化を図った（図１）。

また、グランドデザインを保護者・地域等と共有する機会と

して、保護者会や学校運営協議会等の場、そして、学校だより

を利用した。その際、言語能力は「ことばの力」という平易な

言葉に置き換えて、その育成の取組について具体を添えながら

説明し、学校・家庭・地域が連携・協働して教育活動を展開で

きるように心がけた（図２）。

１－３　教科横断的な視点に立ったカリキュラム充実のための単元配列表の作成

各学年の学年目標や育てたい児童の姿を基に、児童の実態や発達の段階を踏まえ、グランドデザインの中

から特に重点的に育成したい言語能力を明らかにして、各学年の年間カリキュラム表（単元配列表）を作成

した（図３）。

図３　年間カリキュラム表（第５学年の一部）

図２　保護者会全体会での校長の説明
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単元配列表においては、言語能力を高めるために、中央教育審議会答申（2016）で示されている「「創造的・

論理的な思考」、「感性・情緒」、「他者とのコミュニケーション」の言語能力の三つの側面」(p.36) を意識

しながら、各教科・領域等のつながり、そのつながりによって意図する児童が働かせる言語能力を明らかに

するようにした。具体的には、図３に示されているように、つながりを線で関連付けた。

年間カリキュラム表を作成するに当たっては、地域リソースとの関連付けを重視した。身近にあるものや

身近な事柄だからこそ、五感を使って捉えたり、多面的に分析したりすることができやすく、実感を伴って

互いの考えや理解を深めることができると考える。

また、地域の人材については、ふるさとについての深い知識と経験を有しておられ、専門性を学びながら、

憧れを抱くこともできる。さらに、地域の方に伝えたり発表したりする場を設定し、発表に反応しながら聞

いていただいたり、発表後に価値付けたりしていただいたりすることで、児童が達成感や充実感を味わうこ

とができる。そこで、体験的・実感的な学びやゲストティーチャーとの交流を深めていく機会を計画的に位

置付けるようにした。

１－４　地域リソースを生かすための仕組みづくり

学年部を中心とした教材研究や教材開発を促進するために、「拡大学校運営協議会」や「徳山小学校区地

域連携教育推進協議会」を設け、地域リソースについての生きた情報を教職員が得やすいようにした。

行政（市の首長部局）や商店街等との連携については、徳山小学校区地域連携教育推進協議会委員として、

周南市役所の地域づくり推進課、地域福祉課、次世代支援課、健康づくり推進課、学校教育課、生涯学習課、

中央図書館、商店街代表、市民センター（旧公民館）等の方に参加いただき、各課の所掌業務や小学生に啓

発したい内容についての説明や、地域連携が考えられる教育活動の紹介をしていただいた。

７月末の拡大学校運営協議会では、協議題を「子供のことばの力を高めるために、どのように、地域の

方に子供たちと関わっていただいたり、地域にある資源を活用したりすると効果的であるか。」として、全

教職員も参加して行った。学年主任から、１学期の児童の様子を紹介した後、委員の方々から、２・３学期

の学習の中で活用できそうな地域のヒト、モノ、コトについて、旬の情報やアイディアをいただくとともに、

児童の参加が可能な機会を教えていただいた。

２．取組の実際

２－１　第５学年総合的な学習の時間の取組「徳山動物園ＰＲ大作戦」

２－１－１　目標

（１ ）徳山動物園で働く方々が広く伝えたいと思っている、動物の魅力や命の大切さや、それを伝えるた

めの様々な取組に気付くことができる。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（知識・技能）

（２ ）３つの観点から捉えた課題を基に、徳山動物園の魅力等をＰＲする方法について繰り返し考察し、

よりよい実践方法を見いだすことができる。　　　　　　　　　　　　　　　（思考力・判断力・表現力）

（３ ）徳山動物園の魅力ＰＲ案をよりよいものになるよう、他者と協働して、計画を実行していく上での

課題解決に粘り強く取り組もうとする。　　　　　　　　　　　　　　（主体的に学習に取り組む態度）

２－１－２　指導計画
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２－１－３　取組の概要と地域連携

徳山動物園のリニューアルを探究課題とし、児童は「動物園の来客者を増やすにはどうしたらよいか」と

いう課題に取り組んだ。市立の徳山動物園の協力をいただき、動物園園長補佐には単元の導入段階で「徳山

動物園のリニューアルの概要と動物園の使命について」、そして、児童の学びのキーポイントとなる段階で、

「小学生による動物園イベントへの指導・助言」という講話や指導をいただいた。

児童は、動物園が展示を目的とするだけでなく環境問題についての学びの場であることを知り、学習に広

がりが生まれた。また、児童の考えた「ポスターを作ってお客さんに呼びかけよう」というアイディアに対

して、「それはイラストレーターが作った動物園のポスターと何が違うのですか」と鋭い指摘をいただいた

ことは、児童が全力で探究課題に取り組もうとする意欲を高めることにつながった。

児童の考えたアイディアは、以下のとおりである。

「動物園の来客者数を増やしたい」という思いを叶えるためには、高齢者の方に動物園のよさを知ってい

ただくことがポイントの一つと考えた児童は、高齢者が多く集まる場所でイベントの呼びかけを行いたいと

いう願いをもっていた。そこで、７月の徳山小地域連携教育推進協議会で相談しやすい体制ができていた市

役所地域福祉課の方に高齢者が多くいる場所を教えていただくとともに、実際に児童が市民センター（旧公

民館）で「ぜひ、私たちの動物園イベントに来てください」と呼びかける機会をいただいた。

また、動物園の飼育員の方にはアンケートに協力をいただき、飼育員の方の思いや願いを盛り込んだクイ

ズをイベントに含めることができた。当日を楽しみにしながら各グループの準備を行った児童たちは、自ら

昼の校内放送で全校児童に向かって、イベントの呼びかけも実施した。

これらのアイディアをもとに、11 月９日（土）、動物園で小学生イベントを実施した。事前の呼びかけに

応じてくださった高齢者の方の当日受付や高齢者ふれ合いツアーには、地域福祉課の方が同行してくださっ

た。

２－１－４　動物園での小学生イベントの効果

「とっても楽しかった」

「本物のツアーのようだった」
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「これまで生きてきて、こんなに企画力の高い取組を初めて見た」

これらは、イベントに参加いただいた方の感想である。爽やかな秋晴れの天気に恵まれるとともに、児

童の校内放送や市民センターでの呼びかけが功を奏し、イベントには予想以上の来客者が集まった。児童は、

これまでの苦労を乗り越えながら準備したことが自信となり、大勢の来客者に臆することなく、堂々とした

態度で、自分たちのイベントをやり遂げた。屋外であることを十分に意識し、語尾まではっきりとした大き

な声で説明する堂々たる態度が、各コーナーで見られた。高齢者ふれ合いツアーに同行された地域福祉課の

方からは、杖を使っていた方への行き届いた配慮にとても感心したとの言葉をいただいた。

　また、自然学習館「ねいちゃる」内にある「市民活動ルーム」という施設コーナーにおいて実施した環

境問題についての発表は、動物園の使命の一つである環境教育と合致した取組となり、児童の発表や掲示に

ついて動物園からも感謝された。

　「動物園の来客者を増やしたい」という児童の願いを叶えるためには、イベント実施の日だけでは十分

ではない。その点は児童もよく意識しており、当日伝えようとした動物園の魅力は、ポスター等の掲示に結

び付け、イベント実施以外の日の来客者対応も考慮した取組を児童自ら行うことができた。

　このように、小学生の視点を生かして、探究課題に全力に取り組み、達成感を味わい大きな成長を遂げ

ることができたのは、指導計画を共有した動物園や地域福祉課等の要所、要所での適切な関わりであり、教

育課程を開くことの意義を深く実感した。

２－２　第６学年総合的な学習の時間の取組「周南の未来～私たちの町の幸福論～」

２－２－１　目標

（１ ）昔からのよさを生かそうとする人と新しくよさを作ろうとする人に出会い、その人たちが行っている

ことを知り、「人・モノ・環境」の視点から商店街やその周辺等の周南のよさを見付けることができる。

（知識・技能）

（２ ）商店街やその周辺等の取材により収集した情報を、思考ツールを活用しながら整理・分析することで、

商店街やその周辺等の知られざるよさや努力などに気付き、表現できる。　 （思考力・判断力・表現力）

（３ ）商店街を訪れる人を増やすための取組について、友達と情報交換をしながら話合いを進め、見通しを

もって課題解決の方法を見いだし、その実現に向けて進んで取り組もうとする。

（主体的に学習に取り組む態度）

２－２－２　指導計画（全２７時間）
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２－２－３　取組の概要と地域連携

第６学年は、隣接するＫ市が住みよさランキングにおいて随分上位にあることに対する疑問をもとに、学

習をスタートした。そこでは、周南市政策推進部企画課や中心市街地整備課のまちづくりの諸施策を理解し

た上で、「駅前図書館まで来ている多くの市外客を商店街まで呼び込みたい」という、単元を貫くめあてを

設定した。

７月の徳山小地域連携教育推進協議会で繋がりのできた商工会議所や商店街代表の方からの助言で、周南

市市街地活性化協議会タウンマネージャーや商店街の方を講師として招聘することで、学びの広がりや深ま

りを生むことができた。
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さらに、周南市教育委員会教育研究センターによるＱＲコードを利用したＷ eb ページを活用したＰＲ方

法の提案は、児童の学びに一層の広がりを生み出した。

特筆すべきは、地域活性化プロジェクト「ツナカン」（周南市のまちを繋げ感動・感謝を広げる会）の方が、

商店街で実際に店を出してみたいという児童の願いを実現してくださったことである。児童の商店街活性化

への熱い思いを受け、希望者を募って「チビツナ」（チビッ子ツナカンの略称）を組織し、夏季休業中に商

店街でのインタビューと、それをもとにした未来の商店街ＭＡＰ作り等の活動を経験させていただいた。

また、11 月 10 日（日）には、チビツナの児童が空き店舗を活用して実際に店を開くという体験活動を仕

組んでいただいた。

教育課程を開き、学校での指導計画を共有することで、学校だけでは行うことが難しい活動を体験できる

という新たな展開を生むことができた。

２－３　自主防災組織による防災体験活動

本校の学校運営協議会委員の方が自主防災組織の長でもあったので、平成 28 年度第２回学校運営協議会

で「子供たちに防災体験をさせてあげようか」と提案してくださった。そこで、学校運営協議会では、防災

体験にふさわしい場について協議し、ＰＴＡの親子ふれ合いバザーのコーナーの一つとして実施することが

決定された。

防災体験の内容は、以下のとおりである。

　平成 29 年度　煙体験・避難所体験

　平成 30 年度　煙体験・段ボールベッド作り体感・土嚢作り体験

　令和元年度　 煙体験・消火器体験・応急救護体験・土嚢作り体験

令和元年度の参加者は、煙体験（359 人）、消火器体験（268 人）、応急救護体験（258 人）、土嚢作り体験（212

人）であり、多くの児童が体験することができた。

この取組のよさは、学校運営協議会委員の方が自分の所属する団体の方を巻き込みながら、高い当事者意

識のもと、取組が年々充実していることである。また、企画段階からＰＴＡ役員が目的・計画を共有し、協

働してＰＴＡバザーを運営することで、相乗効果を高めていることである。

従来から言われている学校だけでは十分でない体験を、地域で計画的に設定してもらえた好事例であると

捉えている。

２－４　就学時健康診断子育て講座における家庭支援チームとの協働企画「子育てのコツ大賞を選ぼう」

小学校では、毎年２学期に就学時健康診断を実施しており、その機会を利用して次年度新入学児童保護者

を対象とした生涯学習課主管の「子育て講座」が実施されている。地域での繋がりが希薄化している現状を

ふまえ、例年一人の講師の講話で実施してきた形を見直し、子育て支援チームおよびＰＴＡ役員の力を借り

て、保護者のつながりを強化する企画を学校と生涯学習課、子育て支援チームと協働して企画した。

学校では、保護者アンケートの機会を利用して、「子供がどうしても言うことを聞かないときに、どのよ

うにしているか」という子育てのコツを集約していた。こうした保護者の声を活用し、「子育てのコツ大賞

を選ぼう」という設定でワークショップを行うことにした。予定される約 100 人の保護者に対してワーク

ショップを行うためには、家庭支援チームだけではスタッフの数が十分ではない。そこで、ＰＴＡ役員にも

協力を求め、グループに一人のスタッフがついてファシリテーター役を務めていただいた。

本校には、多くの幼稚園・保育園からの入学があるため、参加した新入学児童保護者の多くは、グループ

メンバーと初対面であったが、和気藹々とした協議が行われた。

子育ての知恵を共有し、「こんなことあるよね」であるとか、「そうそう、私も困っていたの」という声が

あちらこちらのグループから聞かれ、温かい雰囲気の中で、保護者の繋がりを作るよい機会となった。また、

家庭支援チームだけでなく、ＰＴＡ役員が参加したことで、先輩保護者としての実感を伴った助言を得られ

たことが好評であった。

実施にあたって、家庭支援チームの支援強化を願う生涯学習課と保護者の繋がりを強めたいという学校の

願いが合致し、綿密な計画・準備がなされたことが、充実した企画・運営に結び付いたと考えている。
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３．研究の成果と課題

３－１　社会に開かれた教育課程実現に向けての成果

◯　学校で重点的に育む資質・能力の設定

これからの社会を担う児童に必要な力を意識した上で、小学校学習指導要領で示されている「育成を目指

す資質・能力」を、児童の実態・学校の伝統や実態を踏まえ教職員で協議を重ねて「学校で重点的に育む資

質・能力」として設定し、まずは教職員自身がその育成の重要性を十分理解することを大切にした。その結

果として、各学年部が地域に連携を求める際の意義がより意識化され、地域連携が指導計画の中により積極

的かつ効果的に位置付けることにつながった。従前も、地域連携を求める際に「どのような児童生徒を育む

か」を明確にする必要性が訴えられてきたが、それを「学校で重点的に育む資質・能力」として焦点化する

ことで、より効果が大きくなることをこの２年間で実感している。

○　学校で育む資質・能力の共有化

設定した「学校で育む資質・能力」を学校運営協議会や保護者会、学校だより等の機会を利用しグランド

デザインの周知を図ったことは、多くの人の協力体制を強化するために有効であった。

特に、学校運営協議会委員については、自主防災組織の団長や市民センター所長等、地域活動の中心的な

役割を担われている方であり、こうした方々に理解していただいたことで、それぞれの団体の当事者意識が

高まり、自主的・計画的な活動が生まれたことは、コミュニティ・スクールの利点であると言える。

○　年間指導計画の共有

学校の指導計画を外部の方と共有する機会の設定は、後の教育活動に大きく影響する。そこで、７月開催

の拡大学校運営協議会では、全教職員が低学年・中学年・高学年ブロックに分かれて、委員の方に２学期以

降の指導計画を説明し、指導充実のために有効なリソース（ヒト・モノ・コト）のアイディアをいただいた。

実際に社会科教科書を示しながらの説明は、委員の具体的理解を促し、拡大した年間指導計画を眺めながら

の協議は、委員や教職員の考えを深め合い、新たなアイディアを生み出す効果をもたらした。

また、地域連携を強化するために設置した「徳山小校区地域連携教育推進協議会」では、周南市役所の地

域づくり推進課、地域福祉課、次世代支援課、健康づくり推進課、学校教育課、生涯学習課、中央図書館等

市民センター所長、商店街代表者を委員としたことで、「町づくり」や「福祉」等について、より広い視点

により各学年部が必要な外部人材等を検討することができた。２学期以降、学習の要所、要所で教職員が主

体的・積極的に委員と関わりをもち、アドバイスを受けることができた。このことは、児童の学習意欲の向

上や学習の深まりにつながることとなった。

３－２　児童アンケートの変容と今後の課題

表１　児童アンケート（７月）の肯定的回答集計結果

表１は、研究の初年度と２年次の７月における児童アンケート（全学年対象）の集計結果である。この結

果の比較からも、言語能力を学校で育む資質・能力と定めた取組による児童への効果が認められる。

また、全国学力・学習状況調査児童生徒質問紙においても、表２のとおりの結果が現れている。
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表２　全国学力・学習状況調査児童質問紙の肯定的回答

学習における言語能力に関する児童の意識の向上が見られただけでなく、「地域や社会をよくするために

何をすべきかを考えることがある」という意識の高まりも見られる。これは、教育課程を保護者や地域に開

き、指導の充実のため一緒に話し合い、その結果として多くの地域の大人が児童に関わってくださったこと

が大きく影響していると捉えている。

今後の課題としては、新しい学習指導要領が全面実施となる中で、働き方改革の視点からも「社会に開か

れた教育課程」の意義が十分得られるような取組を模索してくことと考えている。

おわりに

先日、市役所地域福祉課職員の方から、「本校の３学年『認知症サポーターキッズの取組』や５学年『徳

山動物園での高齢者ふれ合いツアー』が介護予防の面でもとても意義がある。こんなに小学校と連携するこ

とに意味があると思っていなかった。今後もぜひ連携を深めていきたい」というお言葉をいただいた。

また、学校運営協議会委員の一人が長を務めている中央地区自主防災組織によるＰＴＡバザー日の防災体

験は、煙体験、段ボールベッド体験、水消火器体験と年々内容が工夫され、多くの児童の防災体験が確実に

充実してきている。

学校の課題、そして児童に重点的に育みたい資質・能力を、保護者・地域・行政と共有した上で取組を進

めてきた結果として、教師の当初の想定以上の教育活動の充実が生まれている。また、関係した大人が、や

りがいを感じたり、児童とのふれ合いを楽しんだりしてより積極的に関わるようになるとともに、行政関係

職員が学校教育と連携した可能性の大きさを感じている。その姿を見ながら、教育課程を社会に開いていく

ことの重要性と効果の大きさを実感している。今後は、この２年間での取組を生かし、さらなる教育活動の

質の向上を図っていきたい。
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